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第
七
条
第
一
項
第
六
号
中
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
を
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第

四
十
三
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四

十
一
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
を
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
に
、「
法
第
二
条
第
二
項
第

四
十
一
号
」
を
「
法
第
二
条
第
二
項
第
四
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
別
表

第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
を
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

法
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
に
掲
げ
る
者
の
項

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
取
引

イ

特
定
資
金
移
動
業
務
（
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
号
）
第
二
条
第
八

項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
特
定
資
金
移
動
業
務
を
い
う
。ホ
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
特
定
資
金
受
入
業
務（
同

号
ロ
に
規
定
す
る
特
定
資
金
受
入
業
務
を
い
う
。
ニ
及
び
ホ
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
口
座
の
開
設
を
行
う

こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
の
締
結

ロ

特
定
資
金
貸
付
契
約
（
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
第
七
十
三
条
第
十
項
に
規
定
す
る
特
定
資
金
貸

付
契
約
を
い
う
。
ホ
に
お
い
て
同
じ
。）の
締
結

ハ

チ
ッ
プ
（
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
第
七
十
三
条
第
六
項
に
規
定
す
る
チ
ッ
プ
を
い
う
。
以
下
ハ

に
お
い
て
同
じ
。）の
交
付
若
し
く
は
付
与
又
は
受
領
を
す
る
取
引
（
第
三
項
第
六
号
に
お
い
て
「
チ
ッ
プ
交

付
等
取
引
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
、
当
該
取
引
に
係
る
チ
ッ
プ
の
価
額
が
三
十
万
円
を
超
え
る
も
の

ニ

特
定
資
金
受
入
業
務
に
係
る
金
銭
の
受
入
れ

ホ

特
定
資
金
受
入
業
務
に
係
る
金
銭
の
払
戻
し
（
特
定
資
金
移
動
業
務
に
係
る
為
替
取
引
を
伴
う
も
の
を
除

く
。）、
特
定
資
金
貸
付
契
約
に
係
る
債
権
の
弁
済
の
受
領
（
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
第
二
条
第
八

項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
規
則
で
定
め
る
金
融
機
関
が
行
う
為
替
取
引
（
口
座
間
の
金

銭
の
移
動
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
伴
う
も
の
を
除
く
。）又
は
同
号
ニ
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
金
銭
の
両
替

（
第
三
項
第
七
号
に
お
い
て
「
カ
ジ
ノ
関
連
金
銭
受
払
取
引
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
、
当
該
取
引
の
金
額
が

三
十
万
円
を
超
え
る
も
の

ヘ

カ
ジ
ノ
行
為
関
連
景
品
類
（
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
第
二
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
カ
ジ
ノ
行

為
関
連
景
品
類
を
い
い
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
ヘ
及
び
第
三
項
第
八
号
に
お
い
て
同

じ
。）の
提
供
で
あ
っ
て
、
当
該
提
供
に
係
る
カ
ジ
ノ
行
為
関
連
景
品
類
の
価
額
が
三
十
万
円
を
超
え
る
も
の

第
七
条
第
三
項
中
第
六
号
を
第
九
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

六

チ
ッ
プ
交
付
等
取
引

七

カ
ジ
ノ
関
連
金
銭
受
払
取
引

八

カ
ジ
ノ
行
為
関
連
景
品
類
の
提
供

第
八
条
中
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
を
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
五
号
に
掲

げ
る
者
の
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
に
掲
げ
る
者
の
項
か
ら
第
二
条
第
二
項
第
四
十
七
号
に
掲

げ
る
者
の
項
ま
で
」
を
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
五
号
に
掲
げ
る
者
の
項
か
ら
第
二
条
第
二
項
第
四
十
八
号
に

掲
げ
る
者
の
項
ま
で
」
に
、「
同
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
を
「
同
表
第
二
条
第
二
項
第
四

十
五
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
又
は
ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一

号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

法
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
に
掲
げ
る
特
定
事
業
者

第
七
条
第
一
項
第
四
号
ホ
に
規
定
す
る
金
銭
の
両

替
で
あ
っ
て
、
当
該
取
引
の
金
額
が
三
十
万
円
以
下
の
も
の

第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
を
「
別
表
第
二
条
第
二
項

第
四
十
五
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
七
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
八

号
」
に
改
め
る
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

改
正
）

第
四
条

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
津
施
行
令

（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
二
十
四
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
二
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
四

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
号
）
第
二
百
三
十
七
条
第
一
項
第
六
号

（
同
法
第
六
十
九
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す
る
罪
（
児
童
を
カ
ジ
ノ
施
設
に
入
場
さ
せ
、
又
は
滞
在

さ
せ
る
行
為
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

（
海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
三
百

二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
十
七

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
号
）
第
二
百
四
十
九
条
に
規
定
す
る
罪

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律
附
則
第
二
条
第
三
項
の
政
令

で
定
め
る
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
七
十
三
号

民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律
附
則
第
二
条
第
三
項
の

政
令
で
定
め
る
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年

法
律
第
百
一
号
）
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律
附
則
第
二
条
第
三
項
の
政
令

で
定
め
る
日
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

農
林
水
産
大
臣

川

貴
盛

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成


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